
「市街地循環バス活性化検討会議」 実施概要 
 
Ａ．開催の目的 

 
三次市の中心市街地を運行する「みよしウェーブ号」の利用状況は１便あたり約 1.9人と少ない。市民がウェ
ーブ号を認知していない点も，利用者低迷の一因と考えられる。 
他方で，高齢化が進む三次市では，今後，公共交通を利用する市民が増え，ニーズが集中する市街地の医療機
関や買物先を回るバス路線の必要性が高まると予想できる。 
以上より，ウェーブ号の運行内容の再編を含め，利便性の向上につながる市街地循環バスを市民と協働で検討
するために本会議を設置した。具体的な検討内容は，運行ルートやバス停位置，ダイヤなどの運行内容，及び情
報提供に関する改善策，地域で公共交通を支える意識づくりなど，公共交通の利用促進策についてである。 
また，本会議の検討結果は「三次市地域公共交通総合連携計画」へ反映させる。 

 
Ｂ．開催日 

 
検討会議は，平成 21年 9月 29日（火），10月 27日（火），12月 15日（火）の 3日開催した。 
  
 
Ｃ．参加メンバー 

 
検討会議の参加メンバーは，以下のとおりである。 
  

 団体名等 名前(敬称略) 

市民代表 三次地区自治会連合会長 小原 克彦 

 三次地区自治会連合会事務局 中島 達男 

 八次地区連合自治会（推薦） 岩﨑 笙子 

 八次地区連合自治会（推薦） 岸田  立 

 十日市自治連合会（推薦） 住吉 愛子 

 十日市自治連合会（推薦） 岩井タカ子 

商工団体代表 三次商工会議所 竹本 勇夫 

学識経験者（※座長） 米子工業高等専門学校 加藤 博和 

公共交通事業者 備北交通㈱  
實兼 利光 
松栄 秀登 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ．実施の流れ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[１回目] 

●事務局より，ウェーブ号の運行内容，利用状況等を説明 

●参加者により，現在の問題点や要望等の意見を交換 

「三次市地域公共交通総合連携計画」へ反映 

事務局の作業・検討項目 

●参加者からの意見などを踏まえ，再編案を検討。 

[３回目] 

●事務局より，２回目の検討会議での意見を踏まえた市街地循環線（仮）・ 

畠敷線（仮）の運行内容（案）を提示 

●これらの案に対して，参加者と改善点等を協議 

●３回の協議を経て，新しいバス路線，走行ルートの基本方針を決定 

●分かりやすいバス停名称，車両のデザイン化等，多様な施策・工夫に 

ついても提案 

[２回目] 

●事務局より，１回目の検討会議での意見，及びアンケート結果等を踏まえ

たウェーブ号の再編（案）を提示 

●再編（案）の内容について，参加者と改善点等を協議 

●利用促進策について，参加者より提案 

●会議後，希望者を対象に「ウェーブ号体験乗車」を実施 

事務局の作業・検討項目 

●参加者からの意見や運行事業者との協議結果を踏

まえ，再度再編案を検討。 

事務局の作業・検討項目 

●協議結果や意見，要望等を整理し，より具体的な

運行内容（案）を検討。 

ウェーブ号 

体験乗車風景 

地図に落とした

意見・要望など



Ｅ．検討結果・・・再編に向けての基本方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

商工会議所 

橋梁（上原願万寺線）整備
後に，住民ニーズを踏まえ
て路線見直しを検討 

 

■ 基本方針 

 中心市街地にある公共施設や医療施設，商業施設を連絡することで，日中
の生活移動を支える。 

 
■ ルートイメージ（バス停留所名ではありません） 

 三次駅→三次市役所→商工会議所→文化会館→ＣＣプラザ→サングリーン
→八次バイパス→八次駅→三次高校→市立図書館→三次駅 

 

市街地循環線（仮）イメージ 

三城線の再編検討 

■ 基本方針 

 ウェーブ号の三次駅～八次～畠敷～みよし公園の廃止
による，みよし公園の利便性低下を補うため，三城線の

公園内を経由するルートへの変更を検討する（※みよし

公園を管理する県との協議必要）。 

基 本 的 な 考 え 方 

再編ルートのイメージ 

みよしウェーブ号 

市街地循環線（仮） 

畠 敷 線（仮） 

◎コミュニティバスとして，日中の生活移動の支援を念

頭におき，利便性を高めることで，利用者を増やす 

 
＜ルートに関して＞ 

■循環型の方が便利で使い易い 

■ＣＣプラザ経由のルートにする 

■三次町内は反時計回り 

＜バス停に関して＞ 

■「バス停留所」の名称を，地名ではなく施設名にす

るなど，分かりやすくする 

■「バス停留所」に時刻表とルート図を記載 

※既存ウェーブ号バス停で，既に改善済み 

■「バス停留所」間の距離を短くして，１人でも多く

乗ってもらえるように 

※停留所設置にあたっては地元も協力 

＜車両，車内に関して＞ 

■乗りたくなる車両のデザイン 

（例：庄原ひまわりバス，福山まわローズ） 

■車内アナウンスで，バス停付近の施設名称等を案内

※観光面も意識 

＜情報提供に関して＞ 
■市内全域へ運行ルート図や時刻表を配布し，周知を

図る 

■商店や病院で，バス停位置を案内 

＜その他＞ 
■回数券，１日乗車券，乗り継ぎ券，路線バスと市街

地内の共通バスチケット等の発売 

■高齢者にも分かりやすい路線名称・愛称 

■自治会や女性会等の団体に働きかけ，「みんなでバ

スに乗ろう」という意識の醸成 

など  

利便性を高める工夫 

＜現 行＞ 

＜再編後＞ 

 

■ 基本方針 

 現行ウェーブ号で利用者が比較的多い，朝の三次中央病院方面行きを維持する。 
 みよし公園，畠敷町～中心市街地間の移動を支える。 
 畠敷・三次方面から三次中央病院への通院を支える直通便の増便を検討する。  

■ ルートイメージ（バス停留所名ではありません） 

 みよし公園→上四十貫→自動車学校→県公舎前→三次小学校→三次市役所→ 
三次駅→三次中央病院・工業団地 

畠敷線（仮）イメージ


